
水道料金改定（案）説明資料 ①

湯浅町水道事務所

１．パブリックコメント実施の目的

２．湯浅町水道事業の現状

３．施設の更新計画

４．審議会答申の説明

５．水道事業の経営状況と今後の見通し

６．湯浅町の水道料金

７．その他の事項
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１．パブリックコメント実施の目的

• 湯浅町水道事業では、老朽化施設の更新・耐震化に係る費用
が増大する一方で、給水人口減少に伴う収入減少が見込まれ
ます。

• 令和２年度、「湯浅町水道事業経営戦略」を策定し、老朽管路・
施設の更新計画を策定。この計画実施のためには、毎年2億円
の工事費用、平均30%の料金増額改定が必要。

• 令和３年度、「湯浅町水道料金等審議会」を設置し、今後の水
道料金のあり方について審議。

• 令和４年度、 同審議会からの答申を受け、料金改定に係る町
の基本方針を協議。

• 本パブリックコメントは、審議会の答申を受け、現在の水道事
業が抱える課題や財政状況とともに審議会答申を踏まえた水
道料金に対する町の基本方針に対するご意見を幅広く募集す
るもの。
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２．湯浅町水道事業の現状

■ 設立の経緯

• 昭和５年 醤油会社により「湯浅上水道会社」 創業

（当時の給水戸数25戸）

• 昭和52年10月 水道事業が湯浅町に移管（町営化)

• 現在 13,506人へ給水（広川町の一部を含む）

１）湯浅町水道事業の現状

項 目 数 値 備 考

給水開始 昭和5年 民営水道会社

町営化 昭和52年10月

人
口

給水人口 13,506 人 R4.3.31時点

湯浅町 11,290 人

広川町 2,216 人 広川町の一部にも給水

配
水
量

配水能力 9,695 ㎥/日 令和3年度

1日平均配水量 7,002 ㎥/日 令和3年度

昭和５年 第１期建設工事
３



■給水区域

• 湯浅町水道事業は湯浅町と広川町の一部へ給水を行っています。
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２）施設の説明と現状

■ 湯浅町水道の仕組み

水 源
（表流水、地下水など）

浄水場
（水道水として浄水消毒）

配水池
（水道水を貯留）

お客様へ
（配水池の落差やポンプに

より配水）

第1水源
（広）

第2水源
（広川）

第3水源
（山田川）

第4水源
（受水）

第5水源
（浅井戸）

久米崎浄水場

横田浄水場
方津戸中継
ポンプ場

久米崎配水池

方津戸配水池

広川地区

湯浅地区

吉川、栖原
出雲、田地区

青木、山田地
区

ポンプ場
（水道水を配水池に送水）
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第2水源
取水ポンプ

（水中）

水 源
（表流水、地下水など）

浄水場
（水道水として浄水消毒）

配水池
（水道水を貯留）

お客様へ
（配水池の落差やポンプにより

配水）

ポンプ場
（水道水を配水池に送水）

第5水源
（広）

（浅井戸）

第1水源
（広）

（浅井戸）

第2水源
（広川）

久米崎浄水場 久米崎配水池

広川地区

湯浅地区
広川地区

■久米崎系統の水源

• 「第１（広・浅井戸）」「第２（広川）」「第５（広・浅井戸）」

の3つの水源で取水しています。

第１水源

第５水源第２水源
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■久米崎系統の浄水場

• 久米崎浄水場は、昭和45年に築

造。平成14年に改築され、凝集沈

澱＋急速ろ過方式の浄水処理設

備となって現在に至っています。

• 浄水能力5,000m3/日に対し、近年

では3,500～4,000m3/日程度の水

を浄水しています。

久米崎浄水場

水 源
（表流水、地下水など）

浄水場
（水道水として浄水消毒）

配水池
（水道水を貯留）

お客様へ
（配水池の落差やポンプにより

配水）

ポンプ場
（水道水を配水池に送水）

第5水源
（広）

（浅井戸）

第1水源
（広）

（浅井戸）

第2水源
（広川）

久米崎浄水場 久米崎配水池

広川地区

湯浅地区
広川地区
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水 源
（表流水、地下水など）

浄水場
（水道水として浄水消毒）

配水池
（水道水を貯留）

お客様へ
（配水池の落差やポンプにより

配水）

ポンプ場
（水道水を配水池に送水）

第5水源
（広）

（浅井戸）

第1水源
（広）

（浅井戸）

第2水源
（広川）

久米崎浄水場 久米崎配水池

広川地区

湯浅地区
広川地区

■久米崎系統の配水施設

• 容量400m3の配水池（小）は、久米崎浄水場築造
（昭和45年）以前に久米崎配水ポンプ場の地下
に整備された古い施設です。

• 昭和45年、容量1600m3の配水池（大）が、現水
道事務所地下に整備され、久米崎配水池は合
計2,000m3の容量となっています。

• 配水池（小）に配水ポンプが設置されており、ポ
ンプ圧送により各家庭等へ配水しています。ポン
プは手動で管理する旧式のものとなっています。

• 両配水池、ポンプ設備は老朽化が進み、更新時
期に近付いています。

配水ポンプ

久米崎配水ポンプ場（地下に配水池（小））
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■横田系統の水源

• 横田系統は、「第３水源（山田川から

の取水）」及び「第4水源（有田川町か

らの受水）」を有しています。

• 「第４水源（受水）」は、渇水時など湯

浅町内で水源が枯渇傾向になる場合

に、臨時で使用しています。

水 源
（表流水、地下水など）

浄水場
（水道水として浄水消毒）

配水池
（水道水を貯留）

お客様へ
（配水池の落差やポンプにより

配水）

ポンプ場
（水道水を配水池に送水）

第3水源
（山田川）

第4水源
（受水）

横田浄水場
方津戸中継
ポンプ場

方津戸配水池

吉川・栖原
出雲・田地区

青木地区
山田地区

第３水源（山田川）

９



水 源
（表流水、地下水など）

浄水場
（水道水として浄水消毒）

配水池
（水道水を貯留）

お客様へ
（配水池の落差やポンプにより

配水）

ポンプ場
（水道水を配水池に送水）

第3水源
（山田川）

第4水源
（受水）

横田浄水場
方津戸中継
ポンプ場

方津戸配水池

吉川・栖原
出雲・田地区

青木地区
山田地区

■横田系統の浄水場

• 横田浄水場は、昭和53～54年築造。

現在で43年を経過しています。

• 浄水方法は久米崎浄水場と同じく、

凝集沈澱＋急速ろ過方式であり、浄

水能力は3,000m3/日、近年では2,200

～2,800m3/日程度の水を浄水してい

ます。

• 設備の老朽化により、修繕費が増加

傾向にあります。

横田浄水場
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水 源
（表流水、地下水など）

浄水場
（水道水として浄水消毒）

配水池
（水道水を貯留）

お客様へ
（配水池の落差やポンプにより

配水）

ポンプ場
（水道水を配水池に送水）

第3水源
（山田川）

第4水源
（受水）

横田浄水場
方津戸中継
ポンプ場

方津戸配水池

吉川・栖原
出雲・田地区

青木地区
山田地区

■横田系統のポンプ場

• 方津戸中継ポンプ場は、山田川沿いに設置されており、横田浄水場から方津戸

配水池へ水道水を送るための施設です。

• 横田浄水場と同様に経年化が進みつつあります。

方津戸中継ポンプ方津戸中継ポンプ場
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水 源
（表流水、地下水など）

浄水場
（水道水として浄水消毒）

配水池
（水道水を貯留）

お客様へ
（配水池の落差やポンプにより

配水）

ポンプ場
（水道水を配水池に送水）

第3水源
（山田川）

第4水源
（受水）

横田浄水場
方津戸中継
ポンプ場

方津戸配水池

吉川・栖原
出雲・田地区

青木地区
山田地区

方津戸配水池 田配水池 山田配水池

■横田系統の配水池

• 横田系統では、方津戸配水池がメイン配水池となります。方津戸配水池から吉川

地区・栖原地区等に配水を行い、栖原ポンプ場・田配水池を経由し田地区へ、ま

た 山田配水池を経由し山田方面へ配水を行っています。

• 方津戸配水池は、容量1,200m3、PC製の配水池であり、昭和52年築造で44年が

経過しています。
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■老朽度と耐震化状況 <施 設>

◆ 設置後の経過年数により、資産の種類に応じて耐用年数が定められて

います。

• 新しく当面十分に機能する資産（健全資産）：当面継続使用可能

第５水源、山田中継ポンプ場

• 一定期間が経過した資産（経年化資産）：更新時期に来ている施設

水源施設（第１水源、第２水源、第３水源）

久米崎配水池（10年以内に経年化資産となる）

• 更新間近な資産（老朽化資産）：速やかに更新すべき施設

久米崎配水池のポンプ他機電設備、横田浄水場の機電設備、

方津戸中継ポンプ場の機電設備

◆ 地震等に対する耐震性能を分類すると耐震性能が脆弱な施設が多く

なっています。

• 「高い」：久米崎浄水場、山田中継ポンプ場他

• 「 中 」：方津戸配水池、山田配水池

• 「低い」：横田浄水場、久米崎配水池（小）、方津戸中継ポンプ場他
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■老朽度と耐震化状況 <施 設>

和暦 西暦 土木施設 機電設備 土木施設 機電設備 土木施設 機電設備

S42 1967
S42 1967
S43 1968 1
S44 1969 2
S45 1970 1 1 1 1 3
S46 1971 2 2 2 2 4
S47 1972 3 3 3 3 5
S48 1973 4 4 4 4 6
S49 1974 5 5 5 5 7 1
S50 1975 6 6 6 6 8 2
S51 1976 7 7 7 7 9 3
S52 1977 8 8 8 8 1 1 1 1 1 1 10 1 1 4
S53 1978 9 9 9 9 2 2 2 2 2 2 11 2 2 5
S54 1979 10 10 10 10 3 3 3 3 3 3 12 3 3 6
S55 1980 11 11 11 11 4 4 4 4 4 4 13 4 4 7
S56 1981 12 12 12 12 5 5 5 5 5 5 14 5 5 8
S57 1982 13 13 13 13 6 6 6 6 6 6 15 6 6 9
S58 1983 14 14 14 14 7 7 7 7 7 7 16 7 7 10
S59 1984 15 15 15 15 8 8 8 8 8 8 17 8 8 11
S60 1985 16 16 16 16 9 9 9 9 9 9 18 9 9 12
S61 1986 17 17 17 17 10 10 10 10 10 10 19 10 10 13
S62 1987 18 18 18 18 11 11 11 11 11 11 20 11 11 14
S63 1988 19 19 19 19 12 12 12 12 12 12 21 12 12 15
H1 1989 20 20 20 20 13 13 13 13 13 13 22 13 13 16
H2 1990 21 21 21 21 14 14 14 14 14 14 23 14 14 17 1
H3 1991 22 22 22 22 15 15 15 15 15 15 24 15 15 18 2
H4 1992 23 23 23 23 16 16 16 16 16 16 25 16 16 19 3
H5 1993 24 24 24 24 17 17 17 17 17 17 26 17 17 20 4
H6 1994 25 25 25 25 18 18 18 18 18 18 27 18 18 21 5
H7 1995 26 26 26 26 19 19 19 19 19 19 28 19 19 22 6
H8 1996 27 27 27 27 20 20 20 20 20 20 29 20 20 23 7
H9 1997 28 28 28 28 21 21 21 21 21 21 30 21 21 24 8
H10 1998 29 29 29 29 22 22 22 22 22 22 31 22 22 25 9
H11 1999 30 30 30 30 23 23 23 23 23 23 32 23 23 26 10
H12 2000 31 31 31 31 24 24 24 24 24 24 33 24 24 27 11
H13 2001 32 32 32 32 25 25 25 25 25 25 34 25 25 28 12
H14 2002 33 33 1 33 33 26 26 26 26 26 26 35 26 26 29 13
H15 2003 34 34 2 34 34 27 27 27 27 27 27 36 27 27 30 14
H16 2004 35 35 3 35 35 28 28 28 28 28 28 37 28 28 31 15
H17 2005 36 36 4 36 36 29 29 29 29 29 29 38 29 29 32 16
H18 2006 37 37 5 37 37 30 30 30 30 30 30 39 30 30 33 17
H19 2007 38 38 6 38 38 31 31 31 31 31 31 40 31 31 34 18
H20 2008 39 39 7 39 39 32 32 32 32 32 32 41 32 32 35 19
H21 2009 40 40 8 40 40 33 33 33 33 33 33 42 33 33 36 20
H22 2010 41 41 9 41 41 34 34 34 34 34 34 43 34 34 37 21
H23 2011 42 42 10 42 42 35 35 35 35 35 35 44 35 35 38 22
H24 2012 43 43 11 43 43 36 36 36 36 36 36 45 36 36 39 23
H25 2013 44 44 12 44 44 37 37 37 37 37 37 46 37 37 40 24
H26 2014 45 45 13 45 45 38 38 38 38 38 38 47 38 38 41 25
H27 2015 46 46 14 46 46 39 39 39 39 39 39 48 39 39 42 26
H28 2016 47 47 15 47 47 40 40 40 40 40 40 49 40 40 43 27
H29 2017 48 48 16 48 48 41 41 41 41 41 41 50 41 41 44 28
H30 2018 49 1 49 17 49 49 42 42 42 42 42 42 51 42 42 45 29
R1 2019 50 2 50 18 50 50 43 43 43 43 43 43 52 43 43 46 30
R2 2020 51 3 51 19 51 51 44 44 44 44 44 44 53 44 44 47 31
R3 2021 52 4 52 20 52 52 45 45 45 45 45 45 54 45 45 48 32
R4 2022 53 5 53 21 53 53 46 46 46 46 46 46 55 46 46 49 33 ←現在
R5 2023 54 6 54 22 54 54 47 47 47 47 47 47 56 47 47 50 34
R6 2024 55 7 55 23 55 55 48 48 48 48 48 48 57 48 48 51 35
R7 2025 56 8 56 24 56 56 49 49 49 49 49 49 58 49 49 52 36
R8 2026 57 9 57 25 57 57 50 50 50 50 50 50 59 50 50 53 37
R9 2027 58 10 58 26 58 58 51 51 51 51 51 51 60 51 51 54 38
R10 2028 59 11 59 27 59 59 52 52 52 52 52 52 61 52 52 55 39
R11 2029 60 12 60 28 60 60 53 53 53 53 53 53 62 53 53 56 40
R12 2030 61 13 61 29 61 61 54 54 54 54 54 54 63 54 54 57 41
R13 2031 62 14 62 30 62 62 55 55 55 55 55 55 64 55 55 58 42
R14 2032 63 15 63 31 63 63 56 56 56 56 56 56 65 56 56 59 43
R15 2033 64 16 64 32 64 64 57 57 57 57 57 57 66 57 57 60 44
R16 2034 65 17 65 33 65 65 58 58 58 58 58 58 67 58 58 61 45
R17 2035 66 18 66 34 66 66 59 59 59 59 59 59 68 59 59 62 46

方津戸中継ポンプ場
年　度

第５水源

久米崎配水池水　源 送配水施設久米崎浄水場
配水ポンプ

設備他
土建施設 1,600m3

第３水源

（横田） 土建施設 機電設備

横田浄水場

機電設備

経年化資産

老朽化資産

町営化

久米崎浄水場系統 横田浄水場系統

備　考
第１水源

（広）

第２水源

(久米崎)
400m3

健全資産

方津戸

配水池
田配水池

山田

配水池

山田最高位

配水池

山田主ポンプ場栖原中継ポンプ場

※町営以前に整備された古い施設については、町への移管時に資料が残っていないものもあり整備時期は推測も含む。

14



95,000

96,000

97,000

98,000

99,000

100,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

～
S
52

S
53

S
54

S
55

S
56

S
57

S
58

S
59

S
60

S
61

S
62

S
63 H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30 R
1

■老朽度と耐震化状況 <管 路>

◆ 老朽度

順次、管路更新を行っていますが、老朽化の進

行に更新ペースが追い付いていない状況であり、

更新をペースアップする必要があります。

◆ 耐震化率

全管路約152㎞のうち、耐震管は近年布設したダク

タイル鋳鉄管及びポリエチレン管など耐震化率は2％

程度と推定されます。

布設年度別管路延長（ｍ）
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Ｎ
Ｏ

Ｎ

■県内の上水道事業との比較（令和２年度時点）

• 左図では、県内の有形固定資産の減価償却率から、湯浅町の水道施設は、老朽

化が進んでいることが分かります。

• 右図は、全管路延長に対する法定耐用年数40年を超過した管路延長の比率を表

しています。湯浅町では、70％近くの管路が法定耐用年数を超えていることが分

かります。

有形固定資産減価償却率（％） 管路経年化率（％）

法定耐用年数を経過した導・送・配水管延長
導・送・配水管延長

×100
減価償却累計額
償却資産

×100 16



３．施設の更新計画

• 老朽化した施設や管路に対して、平均して毎年2億円程度の計画的な更新・耐震

化事業が必要です。

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2028 2028 2029 2030 2031 2032 2033

基本 詳細

基本 詳細

基本 詳細

施

　

設

久米崎配水池

配水ポンプ

方津戸中継

ポンプ場 他

山田・田

配水池 他

方津戸配水池

設　計 工　事

管

　

　

　

路

① 国道42号線

④ 広川右岸

⑤ 県道23号

　  御坊湯浅線

⑥ 山田川右岸

⑦ 方津戸

　  配水幹線

⑧ 済生会病院

　　配水管

⑨ 第４水源

　　連絡管

② 広川町

　  昭和通り

③ 第２水源

　　導水管

0

50

100

150

200

250

300

350

R3

(予算)

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

施設 管路 平均

平均2億円/年
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■更新計画と地震発生時のリスク

• 現状の施設のままで南海トラフ地震が発生すると、町全域で断水が発生します。

• STEP１で久米崎配水池・配水ポンプ設備他を更新すると、断水が半減します。

現　状

計 6,786 m
3
/日 100 ％ 0 ％

STEP１：久米崎配水池の更新・耐震化

計 6,786 m
3
/日 100 ％ 50 ％送水率

送水率

田出雲中継第

1～2中継ポン
プ場

「高い」「高い」

（山田川）

（有田川受水）

（広）

（広川）

（浅井戸）

（山田川）

（有田川受水）

田出雲中継第

1～2中継ポン
プ場

「低い」

「低い」「低い」

久米崎配水池

1,600m 3

「高い」※ 「高い」※

久米崎配水池

400m 3

「高い」

「中」

横田浄水場
方津戸中継

ポンプ場

【更新・耐震化】

「低い」「低い」

「低い」

「中」

「中」

塩素のみ

第２水源 久米崎浄水場

第５水源

久米崎配水池

1,600m
3

山田主

ポンプ場

山田第1～6
中継ポンプ場

山田主

ポンプ場

山田第1～6

中継ポンプ場

「低い」

「低い」

「低い」

「中」

山田配水池

方津戸配水池

「低い」 「低い」

栖原中継
ポンプ場

久米崎配水池

400m
3

地震発生時の

送水率

※ヒアリングより

施設系統

横

田

浄

水

場

系

統

田配水池

山田配水池

第４水源

１日平均

給水量(R2)
割 合

50 ％

50 ％

3,417

3,369

m3/日

m3/日

0

久

米

崎

浄

水

場

系

統

第１水源
塩素のみ

第２水源 久米崎浄水場
50 ％3,417 m3/日

第３水源 横田浄水場

「高い」
※

「高い」
※

（広）

（広川）

（浅井戸）

久

米

崎

浄

水

場

系

統

第１水源

栖原中継
ポンプ場

第４水源

※ヒアリングより ※ヒアリングより
第５水源

田配水池

※ヒアリングより

①取水 ②浄水 ③ポンプ場・配水池

方津戸中継

ポンプ場
方津戸配水池

％

0 ％

0 ％

50 ％

山田最高位

配水池

m
3
/日

横

田

浄

水

場

系

統

50 ％3,369

第３水源

山田最高位
配水池

「高い」「高い」

P

P
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• STEP２の久米崎から横田系統への連絡管、またSTEP３で弱い施設や管路を計画的

に更新・耐震化し、極力断水ゼロを目指します。

STEP２：方津戸連絡管他の整備

※ ÷ = 23 ％

※ヒアリングより ※ヒアリングより ・ － =

・

計 6,786 m
3
/日 100 ％ 73 ％

STEP３：山田・田配水池他の更新・耐震化

【更新・耐震化】 【更新・耐震化】

計 6,786 m
3
/日 100 ％ 100 ％

23%

1,583

方津戸中継ポンプ場までは久米崎系統の配水管を経由して正圧で流入

可能

【送水管の耐震化・
緊急時連絡管の整備】

50
【更新・耐震化】【更新・耐震化】

塩素のみ

％※

【久米崎→方津戸連絡管の耐震化】

23%

【更新・耐震化】

送水率

送水率

田出雲中継第

1～2中継ポン
プ場

田出雲中継第

1～2中継ポン
プ場

（広）

（広川）

塩素のみ

（浅井戸）

％

地震発生時の

送水率

50

施設系統
①取水 ②浄水 ③ポンプ場・配水池

5,000

久米崎浄水能力

1,5833,417

6,786

第５水源

久米崎配水池

1,600m
3

久米崎配水池

400m
3

「高い」※ 「高い」※

23

「高い」「低い」

（有田川受水）

（山田川）

3,417 m3/日 50 ％

１日平均

給水量(R2)
割 合

久

米

崎

浄

水

場

系

統

0 ％

0 ％

「中」

山田主

ポンプ場
山田配水池

山田第1～6
中継ポンプ場

「高い」

第１水源

第２水源 久米崎浄水場

横

田

浄

水

場

系

統

3,369 m
3
/日 50 ％

第３水源 横田浄水場
方津戸中継

ポンプ場
方津戸配水池

第４水源

山田最高位
配水池

栖原中継
ポンプ場

「低い」

田配水池

「高い」「高い」

「低い」 「中」

「低い」
％

23 ％

第１水源

第２水源 久米崎浄水場
久米崎配水池

1,600m 3

久米崎配水池

400m 3

「高い」
※

「高い」
※ 「高い」

（広）

（広川）

（浅井戸）

％
山田主

ポンプ場
山田配水池

山田第1～6
中継ポンプ場

山田最高位
配水池

30

10

10

第４水源

％

％

％

栖原中継
ポンプ場

田配水池

「高い」 「高い」

「高い」「高い」

50 ％
（有田川受水）

「高い」「低い」 「中」

※

50

「高い」「高い」

（山田川）

久米崎より

第３水源 横田浄水場
方津戸中継

ポンプ場
方津戸配水池

久

米

崎

浄

水

場

系

統

3,417 m3/日 50 ％ 50 ％

※ヒアリングより ※ヒアリングより
第５水源

50％－ 23% ＝27％

横

田

浄

水

場

系

統

3,369 m3/日

P

P
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４．審議会答申の説明

審議会答申の概要はお手元の資料のとおり。答申に対する湯浅

町の現時点の対応の検討状況も含めて、次項で内容を説明。

1. 水道事業の今後の見通しについて

2. 料金改定について

3. 改定率について

4. 料金体系について

5. 基本水量と従量料金について

6. 改定の時期について

7. 付帯意見

答申は、8月30日に審議会会長・副会長から上山町長へ提出さ

れました。

５．水道事業の
経営状況と
今後の見通し

６ ．湯浅町の
水道料金

７ ．その他の事項
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５．水道事業の経営状況と今後の見通し

• 令和３年度末時点で、約2億円の資金残高となっています。

• 水道事業を維持していくためには、老朽化した施設・管路の更新・耐震化に毎年

約2億円の投資が必要となります。

• 現在の水道料金では、令和８年頃に資金不足となる見込みです。

• 資金不足を全て水道料金で補填すると、現状よりも約30％の料金増額改定が必

要となります。

１）経営状況の見通し

21



■ 県内水道料金と湯浅町の料金

• 湯浅町の現在の水道料金は、全国平均、和歌山県平均よりも低くなっています。

• 全国的に、料金改定時には値上げすることがほとんどのため、水道料金は値上

がりする傾向です。

• 現在よりも約10％値上げで和歌山県平均程度、20％～30％値上げで全国平均程

度の料金となります。

２）水道料金の県内水準

22



• 水道料金の急激な値上げを緩和するために、国庫補助事業の活用や一般会計

からの出資金などの財源確保に取り組み、平均20％の値上げに留めます。

• 30％値上げと同等の資金残高を確保します。

３）値上げを抑えた場合における経営見通し

• 一般会計からの出資金
• 国費の活用
などで不足額の補填
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６．湯浅町の水道料金

• 用途別に水道料金が分かれており、複雑な料金体系となっています。

現在の湯浅町水道料金＝基本料金＋従量料金＋量水器使用料

１）現行の湯浅町水道料金
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• 水道料金は、全使用者を平均して約20％の増額改定となります。

• より公平でシンプルな口径別の料金体系に移行します。

２）変更点について

項 目 改定前 改定後 備 考

改定率 約20%の増額改定率 最も使用者の多い13mm口径

料金体系

用途別

（家事用、営業用等
９区分）

口径別

（13mm～75mm
8区分）

用途別料金体系は、用途別に料金設定を配慮でき
る一方で、用途の客観的な判断が困難。口径別料
金体系は、口径に応じて公平な料金設定ができる。

基本料金 用途別 口径別
用途別から口径別への変更により一部の使用者負
担が大きくならないよう配慮。

従量料金
用途別

（一部逓増制）
口径別

（逓増制の廃止）
逓増制とは、水道使用量の増大に合わせて料金が
増額となる制度。

基本水量 用途別 一律8㎥
一定水量を基本料金に付与することにより、その範
囲における水の使用を促しその部分に係る料金の
低廉化を図る。

主な変更点
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• 1ヶ月8m3を使用するメーター13mmの家庭では、現在1,036円から1,210円に約

17％値上げとなります。

• 1ヶ月30m3を使用するメーター13mmの家庭では、現在3,856円から4,840円に約

25％値上げとなります。

３）改定後の料金について
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７．その他の事項

１）今後のスケジュール（案）について

• 令和５年度は周知期間とし、令和６年４月に料金改定実施を予定しています。

• 急激な負担増を避けるため、令和６年４月～令和６年９月の間、基本料金を半額とする

減免措置を検討しています。

• 令和5年3月、水道料金を規定する給水条例改正（案）の議会への提出を行います。
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■ 一般会計からの出資

• 計画している更新事業は概ね出資の対象となる見通し

２）経営改善の取り組みについて

■ 国 費

• 現在は補助の基準に該当しないが、計画期間内に補助の基準を満たす見通し

• 補助率は1/4～1/3程度 ※補助対象とならない経費も含まれる

• 令和６年、国の水道の管轄が変更となる予定であり、国費の動向に注意が必要

■ 広川町との協定

• 広川町内の管路更新に係る事業費の一部を広川町が負担することで協定を締結

■ 経費の削減

• 月1回実施している検針回数を2ヶ月おきにする、施設の統廃合を検討（横田浄水
場の廃止）、配水ポンプを自動運転化し電力費を抑える等、様々な視点から経費
削減に取り組みます。

■ 計画の見直し

• 計画は、事業の進捗状況、事業環境の変化に応じ見直します。
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